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二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡

（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

杉

本

智

俊

西

山

伸

一

間

舎

裕

生

Ⅰ
�
は
じ
め
に

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
杉
本
研
究
室
は
、
二
〇
一
三
年
八
月
一

四
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ

イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
以
下
、「
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
」
と
す
る
）

に
お
い
て
考
古
学
的
発
掘
調
査
を
行
っ
た
（
1
）
。
こ
の
調
査
は
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
政
府
観
光
・
考
古
省
（M

inistry
of

T
ourism

and

A
ntiquities

）
と
の
共
同
調
査
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
昨
年

度
の
一
般
調
査
に
続
く
四
年
計
画
の
発
掘
調
査
の
一
年
目
で
あ
る
。

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ヨ
ル
ダ
ン

川
西
岸
地
区
の
ラ
マ
ッ
ラ
ー
の
北
東
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置

す
る
ベ
イ
テ
ィ
ン
村
に
あ
る
複
数
の
遺
跡
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、

村
の
南
東
部
に
舌
状
に
張
り
出
し
た
高
台
の
上
に
位
置
し
て
い
る

（
図
１
（
2
）
）。
遺
跡
に
は
名
称
の
由
来
と
な
っ
た
切
石
積
み
の
塔
の
よ

う
な
建
造
物
が
残
っ
て
お
り
、
遺
跡
の
存
在
は
古
く
か
ら
よ
く
知

ら
れ
て
い
た
（
例
え
ばR

obinson
1856

:
448

;
C

ondor
and

K
itchener

1882
:307

;A
lbright

1968
:2.

近
年
で
はFinkel-

stein,
B

unim
ovitz,

and
Lederm

an
1997

:522

�23

を
参
照
）。

ベ
イ
テ
ィ
ン
村
の
中
央
に
あ
る
テ
ル
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
は
、
聖
書

に
登
場
す
る
町
ベ
テ
ル
と
一
般
に
同
定
さ
れ
て
い
る
（
3
）
が
、
ブ
ル
ジ

ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
は
そ
こ
か
ら
若
干
離
れ
た
場
所
に
位
置
し
、
ア

ブ
ラ
ハ
ム
が
宿
営
し
た
「
べ
テ
ル
の
東
」（
創
世
記
一
二
・
八
）

だ
っ
た
と
伝
統
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
4
）
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
記
念
す

る
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
（
後
四
世
紀
後
半
〜
七
世
紀
前
半
）
の
教
会
あ

二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

五
七
（
五
七
）



図 1 ベイティン村の位置
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る
い
は
修
道
院
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（C

ondor
and

K
itchener

1882
:307

;Finkelstein,B
unim

ovitz,and
Leder-

m
an

1997
:522 （

5
）
）。
ま
た
、
ヤ
コ
ブ
が
「
天
の
梯
子
」
の
夢
を
見

た
場
所
（
創
世
記
二
八
・
一
一
―
二
二
、
三
五
・
一
―
一
五
）
や

分
裂
王
国
時
代
に
金
の
子
牛
が
置
か
れ
た
「
高
き
所
」（
Ⅰ
列
王

記
一
二
・
二
六
―
三
三
）
も
町
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
だ
と
考
え
る
者

た
ち
も
い
る
（
6
）
。

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
は
こ
の
地
方
の
歴
史

及
び
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
文
化
史
を
考
え
る
上
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
遺
跡
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
本
格
的
な
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
（
7
）
。
こ
れ
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
国
が
成
立
し
、
オ
ス
ロ
合
意
以
降
に
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
が
政

治
的
に
不
安
定
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
近
年
は
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
、
特
に
ヨ
ル
ダ
ン
川

西
岸
地
区
の
情
勢
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い
る
た
め
、
今
回
の
調

査
が
可
能
と
な
っ
た
。

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
の
調
査
に
お
い
て
は
、
現
在
地
上
に

残
存
す
る
建
造
物
を
含
む
各
種
遺
構
の
性
格
と
年
代
把
握
が
主
た

る
目
的
と
な
る
（
図
２
）。
上
述
の
よ
う
に
、
遺
跡
に
は
ビ
ザ
ン

ツ
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
建
造
物
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
が
「
修
道
院
」
だ
っ
た
の
か
「
教
会
」
だ
っ
た
の
か
、

遺
跡
と
周
囲
に
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
関
連
施
設
や
巡
礼
路
と
の
関

係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
な
ど
を
解
明
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
に

あ
っ
た
建
造
物
は
本
当
に
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
記
念
す
る
も
の
だ
っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
聖
書
の
他
の
出
来
事
と
関
連
し
て
い
た
の
か
、

あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
記
念
的
な
性
格
は
持
た
な
か
っ
た
の
か
を

確
認
す
る
必
要
も
あ
る
。

昨
年
度
の
一
般
調
査
か
ら
、
本
遺
跡
に
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺
構

が
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
痕
跡

が
確
認
で
き
る
の
か
ど
う
か
も
興
味
深
い
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
や
ヤ
コ

ブ
は
遊
牧
民
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
仮
に
彼
ら
が
こ
こ
に
宿
営
し
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
痕
跡
を
考
古
学
的
に
把
握
で
き
る
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
以
前
の
同
遺
跡
の

状
況
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は

重
要
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
こ
に
聖
所
な
り
神
殿
な
り
が
存
在
し
た

と
す
る
な
ら
、
そ
の
痕
跡
は
残
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
昨
年
度
の
一
般
調
査
に
よ
る
と
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
土

器
片
の
他
に
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
（
一
三
世
紀
後
半
〜
一
六
世
紀

初
頭
）
の
土
器
片
も
か
な
り
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
が
ビ
ザ

ン
ツ
時
代
以
降
に
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
、

二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

五
九
（
五
九
）



マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
、
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
も
、
こ
の
調
査
の
重
要
な

目
的
の
一
つ
と
な
る
。
特
に
現
存
し
て
い
る
塔
（
以
下
、

「
ブ
ル
ジ
ュ
」
と
呼
ぶ
）
は
、
教
会
や
修
道
院
の
一
部
と

し
て
は
構
造
上
あ
ま
り
整
合
性
が
な
く
、
ま
っ
た
く
別
の

性
格
を
も
つ
建
造
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ブ
ル
ジ

ュ
自
体
、
よ
く
観
察
す
る
と
何
度
も
石
が
積
み
直
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
現

在
の
よ
う
な
遺
構
に
な
っ
た
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。二

〇
一
三
年
度
の
調
査
団
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
日
本
か
ら
は
、
杉
本
智
俊
（
日
本
側
団
長
、
慶
應
義

塾
大
学
文
学
部
）、
西
山
伸
一
、
渡
部
展
也
（
以
上
、
中

部
大
学
人
文
学
部
）、
岡
田
真
弓
（
北
海
道
大
学
ア
イ

ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
間
舎
裕
生
（
慶
應
義
塾

大
学
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
、
東
京
文
化
財
研
究
所

客
員
研
究
員
）、
渡
邉
絢
、
高
田
優
衣
（
以
上
、
慶
應
義

塾
大
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）
で
あ
り
、
こ
の
他
に
慶

應
義
塾
大
学
、
東
海
大
学
、
中
部
大
学
、
東
京
基
督
教
大

学
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
。
パ
レ
ス

チ
ナ
か
ら
は
、
Ｈ
・
タ
ハ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
側
団
長
、
パ
レ

図 2 調査前のブルジュ・ベイティン全景
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ス
チ
ナ
観
光
・
考
古
省
次
官
）、
Ｊ
・
ヤ
シ
ン
（
同
省
発
掘
調
査

課
長
）、
Ｓ
・
タ
ワ
フ
シ
ェ
（
同
省
ラ
マ
ッ
ラ
ー
、
ア
ル
�
ビ
レ

支
局
長
）、
Ａ
・
シ
ャ
ワ
ム
ラ
（
同
省
情
報
管
理
課
長
）、
Ｂ
・
ナ

サ
ス
ラ
（
同
省
ナ
ブ
ル
ス
支
局
長
）、
Ｍ
・
ガ
イ
ヤ
ー
ダ
（
同
省

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
支
局
長
）、
Ｍ
・
ヘ
ロ
（
同
省
建
築
技
師
）
が
参
加

し
た
。
ま
た
、
現
地
ベ
イ
テ
ィ
ン
村
か
ら
十
二
〜
三
名
の
労
働
者

を
雇
っ
た
。

今
年
度
は
遺
跡
の
三
つ
の
地
区
で
発
掘
を
実
施
し
た
。
各
地
区

の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
お
よ
び
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
Ａ
地
区
―
西

山
伸
一
、
Ａ
・
シ
ャ
ワ
ム
ラ
、
Ｂ
地
区
―
間
舎
裕
生
、
Ｍ
・
ガ
イ

ヤ
ー
ダ
、
Ｃ
地
区
―
西
山
伸
一
、
高
田
優
衣
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

で
あ
っ
た
。
地
形
図
作
成
、
調
査
区
の
設
定
、
遺
構
実
測
は
、
渡

部
展
也
と
各
地
区
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が
担
当
し
た
。
渡
部
は

合
わ
せ
て
同
遺
跡
の
自
然
地
理
学
的
調
査
も
行
っ
た
。
モ
ザ
イ
ク

床
の
保
存
に
関
し
て
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
観
光
・
考
古
省
エ
リ
コ
支

局
の
Ｂ
・
シ
ュ
カ
イ
ル
が
担
当
し
た
。
土
器
な
ど
の
遺
物
実
測
は
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
て
行
っ
た
が
、
そ
の
と
り
ま
と
め
は

渡
邉
絢
が
担
当
し
、
ト
レ
ー
ス
の
と
り
ま
と
め
は
高
田
優
衣
が
行

っ
た
。
調
査
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
は
、
高
田
優
衣
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
遺
跡
全
体
に
五
×
五
メ
ー
ト
ル
の
グ
リ
ッ
ド
を

設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
東
西
方
向
、
南
北
方
向
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

と
数
字
の
番
号
を
付
し
た
。
調
査
は
、
こ
の
グ
リ
ッ
ド
を
基
本
と

し
て
記
録
す
る
よ
う
に
し
た
。
た
だ
し
、
部
屋
の
遺
構
な
ど
構
造

が
地
上
に
明
確
に
残
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
建
造
物
単
位

ご
と
に
調
査
を
実
施
し
た
の
で
、
か
な
ら
ず
し
も
グ
リ
ッ
ド
全
体

を
一
気
に
発
掘
す
る
こ
と
は
し
て
お
ら
ず
、
ロ
ー
カ
ス
も
グ
リ
ッ

ド
を
ま
た
い
で
設
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

以
下
に
述
べ
る
各
地
区
ご
と
の
調
査
概
要
は
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
た
ち
（
西
山
、
間
舎
）
の
レ
ポ
ー
ト
に
杉
本
が
加
筆
修
正
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
報
告
す
べ
き

で
あ
ろ
う
が
、
内
容
の
わ
か
り
や
す
さ
を
考
え
、
Ｂ
地
区
、
Ａ
地

区
、
Ｃ
地
区
の
順
で
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
層
位
に
関

し
て
は
、
各
地
区
で
表
土
、
十
字
軍
〜
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
（
8
）
、
ビ

ザ
ン
ツ
時
代
、
お
よ
び
岩
盤
（
ベ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
）
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
ロ
ー
カ
ス
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
層
位
を
細
分
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
、
ま
だ
全
体
的
な
層
位
関
係
を

確
定
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
以
下
の
各
地
区
の
層
位
、

お
よ
び
年
代
の
記
述
は
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
と
し
て
お
き
た

い
。Ⅱ

�
Ｂ
地
区

Ｂ
地
区
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
の
西
端
を
南
北
に
走
る

二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

六
一
（
六
一
）



周
壁
の
中
央
か
ら
南
半
分
の
部
分
に
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
周
壁
は
、

約
四
メ
ー
ト
ル
間
隔
を
も
っ
て
幅
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
壁
が
平

行
に
走
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
壁
の
内
部
は
東
西
方
向
に
走
る

隔
壁
に
よ
っ
て
さ
ら
に
部
屋
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

周
壁
の
西
側
中
央
部
か
ら
は
、
二
本
の
柱
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ

た
門
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
内
側
（
東
側
）
は
部
屋
（
部
屋
４
）
と

な
っ
て
い
た
。
そ
の
南
側
に
は
、
大
き
な
石
敷
き
の
部
屋
（
部
屋

３
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
南
側
の
二
つ
部
屋
（
部
屋
２
、
部
屋

１
）
か
ら
は
モ
ザ
イ
ク
床
が
検
出
さ
れ
た
。
門
の
東
側
と
南
西
端

の
部
屋
の
東
側
で
は
、
こ
の
周
壁
に
囲
ま
れ
た
内
部
空
間
（「
中

庭
（
9
）」
？
）
の
床
だ
と
思
わ
れ
る
面
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
下
で
は
岩

盤
と
周
壁
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
南
西
端

の
部
屋
の
外
側
（
南
側
）
部
分
も
岩
盤
ま
で
発
掘
し
、
こ
の
周
壁

の
建
築
手
法
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
は
、
門
と
そ
の
付
属
施
設
周
辺
を
Ｂ
１
地
区
、
南
西
端

の
部
屋
周
辺
を
Ｂ
２
地
区
と
し
て
報
告
す
る
。

１
�
基
本
層
序

表
土
層
�
大
型
の
石
を
多
数
含
む
。

第
Ⅰ
層
�
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺
構
に
数
度
の
破
壊
と
改
変
が
加

え
ら
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代

を
特
定
す
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
難
し
い
が
、
マ
ム

ル
ー
ク
朝
時
代
の
土
器
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

第
Ⅱ
層
�
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
周
壁

岩
盤
�
石
灰
岩
の
岩
盤

Ｂ
地
区
の
遺
構
は
、
基
本
的
に
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
に
建
造
さ
れ
、

そ
の
後
、
何
度
か
の
破
壊
と
改
変
を
経
験
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
10
）
。

表
土
は
い
ず
れ
の
発
掘
区
に
お
い
て
も
、
頭
大
も
し
く
は
そ
れ
以

上
の
大
型
の
落
石
を
多
く
含
む
締
ま
り
の
な
い
土
で
あ
り
、
場
所

に
よ
っ
て
は
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
わ
た
っ
て
堆
積
し
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
石
に
は
自
然
石
だ
け
で
な
く
、
本
来
ブ
ル
ジ

ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
に
あ
っ
た
建
造
物
の
建
材
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
整
形
さ
れ
た
切
石
も
多
く
見
ら
れ
た
。
表
土
に
は
考
古
遺
物
に

混
じ
っ
て
現
代
の
ゴ
ミ
も
含
ま
れ
て
い
た
。
表
土
と
表
土
直
下
と

の
区
別
は
明
確
で
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
現
代
の
廃
棄
物
が
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
段
階
で
、
便
宜
的
に
表
土
直
下
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
大
型
の
石
は
、
そ
の
下
で
発
見
さ
れ
た
プ
ラ
ス
タ
ー

貼
り
の
床
や
モ
ザ
イ
ク
床
を
破
壊
し
て
い
た
。
石
は
モ
ザ
イ
ク
床

の
上
か
ら
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の
床
の
上
か
ら
も
発

見
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
堆
積
は
一
度
の
破
壊
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
（
11
）
。
こ
の
層
の
土
器
に
は
、
ビ
ザ
ン

史

学

第
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（
六
二
）



ツ
時
代
か
ら
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、

多
く
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
少

な
く
と
も
最
後
の
改
変
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
行
わ
れ
た
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
改
変
が
同
時
期
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
厳
密
な
年
代
は
現
時
点
で

確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
12
）
。

２
�
Ｂ
１
地
区

�

ビ
ザ
ン
ツ
時
代
以
降

西
側
周
壁
の
西
側
の
壁
中
央
部
で
は
、
二
基
一
組
の
方
形
柱
基

に
短
い
柱
身
が
つ
け
ら
れ
た
柱
台
が
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
切
石
敷
き

の
床
の
上
に
置
か
れ
、
門
が
設
置
さ
れ
て
い
た
（
図
３
）。
し
か

し
、
門
の
開
口
部
に
は
石
が
つ
め
ら
れ
て
封
鎖
さ
れ
て
い
た
。
お

そ
ら
く
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
以
降
（
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
？
）
に
、
門
は

意
図
的
に
閉
じ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
段
目
は
粗
い
切
石
、

二
〜
三
段
目
は
自
然
石
で
あ
っ
た
の
で
、
あ
る
い
は
二
度
そ
の
よ

う
な
改
築
が
実
施
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

門
の
内
側
の
部
屋
（
部
屋
４
）
の
正
面
（
東
側
）
の
壁
に
も
開

口
部
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
大
き
な
不
揃
い
の
石
で
閉
じ
ら
れ
て

い
た
（
図
４
）。
こ
の
部
屋
の
北
側
と
南
側
の
壁
に
は
開
口
部
が

な
か
っ
た
の
で
、
結
果
と
し
て
、
こ
の
部
屋
に
は
ど
こ
か
ら
も
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
13
）
。

こ
の
よ
う
に
四
方
が
閉
じ
ら
れ
た
部
屋
４
の
内
部
は
、
床
も
壁

も
プ
ラ
ス
タ
ー
が
全
面
に
施
さ
れ
て
い
た
。
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の

床
は
、
四
方
の
壁
に
取
り
つ
い
て
ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
検
出
さ
れ

た
（
八
七
八
・
五
三
〇
メ
ー
ト
ル
）。
床
そ
の
も
の
の
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
プ
ラ
ス
タ
ー
の
厚
さ
は
不
明
だ
が
、
壁
面

に
残
る
プ
ラ
ス
タ
ー
の
厚
さ
は
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
（
14
）
。

床
の
南
端
付
近
か
ら
は
、
器
形
の
復
元
が
可
能
な
マ
ム
ル
ー
ク
朝

時
代
の
調
理
用
土
器
（
ク
ッ
キ
ン
グ
ポ
ッ
ト
）
が
出
土
し
て
お
り
、

こ
の
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の
床
が
使
用
さ
れ
て
い
た
時
期
を
決
定
す

る
指
標
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
南
隣
の
部
屋
３
で
は
、
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の
床
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
南
の
部
屋
２
で
は
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り

の
床
が
出
土
し
た
の
で
、
部
屋
３
の
床
は
落
石
な
ど
で
破
壊
さ
れ

て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
部
屋
２
の
床
面
の
レ
ベ

ル
は
部
屋
４
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
（
後
述
参
照
）
の
で
、

こ
れ
ら
は
連
続
す
る
も
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
部
屋
３
は
プ
ラ

ス
タ
ー
で
覆
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
こ

の
部
屋
３
の
東
の
壁
に
あ
る
開
口
部
と
南
の
部
屋
２
に
入
る
開
口

部
は
石
で
封
鎖
さ
れ
て
お
り
、
出
入
り
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
部
屋
２
に
プ
ラ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
た

二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

六
三
（
六
三
）



図 3 B地区出土の門（南西側から撮影）

図 4 B地区部屋 3及び 4（南東側から撮影）
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時
期
と
部
屋
４
と
３
の
開
口
部
が
石
で
封
鎖
さ
れ
た
時
期
は
異
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

�

ビ
ザ
ン
ツ
時
代

上
述
し
た
よ
う
に
、
周
壁
の
西
側
中
央
部
か
ら
は
、
二
基
の
柱

の
基
礎
が
組
み
込
ま
れ
た
門
が
検
出
さ
れ
た
。
二
基
の
柱
の
間
隔

は
約
一
・
七
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
ビ
ザ
ン
ツ
時

代
の
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
の
建
造
物
そ
の
も
の
の
出
入
口
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
側
側
面
か
ら
見
る
と
、
柱
の
基
礎
は

整
形
さ
れ
た
切
石
の
床
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
門
の
開
口

部
に
は
石
が
詰
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
内
側
の
部
屋
４
で
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
プ
ラ
ス
タ
ー
が
床
と
壁
全
面
に
敷
か
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
以
下
で
記
す
部
屋
３
の
大
き
な
石
敷
き
の
床
の
状
態
か
ら
考

え
る
と
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
部
屋
４
に
は
、
そ
れ
と
同
様
の
石
敷

き
の
床
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
場
合
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代

の
部
屋
４
と
３
は
、
壁
で
仕
切
ら
れ
て
い
な
い
一
つ
の
大
き
な
部

屋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

部
屋
３
で
は
、
一
辺
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
、
な
め
ら
か
な

板
状
の
石
で
貼
ら
れ
た
石
敷
き
の
床
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
床
は
、

部
屋
の
内
側
全
体
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
北
端
は
、
部
屋
４
の
南

の
壁W

377

の
下
に
も
ぐ
っ
て
い
る
の
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
壁
の
下
を
く
ぐ
っ
て
部
屋
４
の
プ
ラ
ス

タ
ー
貼
り
の
床
の
下
に
続
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
15
）
。
こ
の
石

敷
き
の
床
の
レ
ベ
ル
（
八
七
七
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
柱
の
基
礎

か
ら
想
定
さ
れ
る
床
の
レ
ベ
ル
（
八
七
七
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に

は
約
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
差
が
あ
り
、
両
者
は
水
平
で
は
な

い
。
お
そ
ら
く
入
口
部
分
に
、
階
段
の
よ
う
な
も
の
が
造
ら
れ
て

い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

部
屋
４
と
３
の
東
側
に
は
開
口
部
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ビ
ザ

ン
ツ
時
代
に
は
周
壁
の
内
部
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
部

屋
４
の
開
口
部
は
幅
約
一
・
七
メ
ー
ト
ル
で
門
の
幅
と
対
応
し
て

い
る
。
部
屋
３
の
開
口
部
は
幅
約
一
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、

こ
の
部
屋
の
西
側
に
門
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
出
入
口
の
抱
き
柱
は
ほ
ぼ
同
じ
形
に
成
形

さ
れ
た
大
型
の
切
石
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
両
端
は
、
扉
を
留

め
ら
れ
る
よ
う
直
角
に
細
工
さ
れ
て
い
た
。
部
屋
の
内
側
に
向
い

た
面
は
、
数
本
の
縦
溝
に
よ
っ
て
フ
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
た
。
左
右
対
称
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
、
同
様
の
部
屋

と
入
り
口
は
門
の
北
側
に
も
想
定
さ
れ
、
こ
の
門
は
三
連
の
出
入

口
を
も
つ
り
っ
ぱ
な
造
り
の
門
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
じ

よ
う
な
加
工
の
あ
る
石
は
、
部
屋
３
と
そ
の
南
側
の
部
屋
２
を
つ

な
ぐ
出
入
口
に
も
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
、
こ
の
出
入
口
周
囲
の

二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

六
五
（
六
五
）



石
に
は
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
装
飾
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

�

岩
盤

部
屋
４
の
東
側
で
は
、
東
側
の
周
壁
（W

329

）
の
東
面
で
岩

盤
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
周
壁
は
、
後
述
す
る
部
屋

１
東
側
のW

309

東
面
と
同
様
、
岩
盤
直
上
で
は
な
く
、
三
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
堆
積
し
た
テ
ラ
ロ
ッ
サ
（terra

rossa

）

の
上
に
造
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
テ
ラ
ロ
ッ
サ
は
お
そ
ら
く
石
灰
岩

の
岩
盤
に
由
来
す
る
自
然
の
堆
積
層
で
あ
ろ
う
。
最
下
段
の
石
は

高
さ
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
上
端
に
は
プ
ラ
ス
タ
ー

の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
床
面
の
位
置
と
考

え
ら
れ
る
。

３
�
Ｂ
２
地
区

�

ビ
ザ
ン
ツ
時
代
以
降

南
西
端
の
部
屋
は
、
隔
壁
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
た

（
部
屋
２
、
部
屋
１
、
図
５
）。
北
側
の
部
屋
（
部
屋
２
）
で
は
、

そ
の
西
側
か
ら
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の
床
が
検
出
さ
れ
、
東
側
の
下

層
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
モ
ザ
イ
ク
床
が
出
土
し
た
。
南
側
の
部

屋
（
部
屋
１
）
で
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
以
降
の
床
は
認
め
ら
れ
ず
、

表
土
の
下
か
ら
部
屋
２
と
連
続
す
る
モ
ザ
イ
ク
床
が
検
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
部
屋
の
西
側
で
は
、
モ
ザ
イ
ク
床
が
壊
さ
れ
て
穴
が
岩

盤
ま
で
掘
り
こ
ま
れ
、
そ
の
中
に
大
型
の
「
石
臼
」
が
置
か
れ
て

い
た
（
16
）
。

部
屋
２
で
検
出
さ
れ
た
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の
床
は
、
部
屋
４
の

も
の
よ
り
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
い
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た

（
八
七
八
・
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
）。
部
屋
２
の
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の

床
は
部
屋
４
ほ
ど
良
好
に
残
っ
て
お
ら
ず
、
西
側
で
断
片
的
に
検

出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
た
め
、
床
の
広
が
り
を
確
認
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
部
屋
の
西
と
北
の
壁
は
、
ビ
ザ

ン
ツ
時
代
に
造
ら
れ
た
壁
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

部
屋
２
の
南
は
隔
壁
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
壁

は
二
つ
の
時
期
に
造
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
上
の
壁
（W

313

）

は
二
列
の
自
然
石
を
粗
雑
に
積
み
上
げ
た
石
積
み
で
、
北
面
か
ら

見
る
と
、
下
端
は
部
屋
２
の
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の
床
よ
り
も
レ
ベ

ル
が
高
い
位
置
に
あ
っ
た
。
そ
の
下
に
は
、
覆
土
を
は
さ
ん
で
ほ

ぼ
同
じ
方
向
の
隔
壁
（W

346

、
一
列
の
壁
だ
と
推
測
さ
れ
る
）

が
あ
り
、
こ
れ
に
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の
床
は
取
り
つ
い
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の
床
が
造
ら
れ
た

時
にW

346

が
造
ら
れ
、
そ
の
後
お
そ
ら
く
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り

の
床
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
か
らW

313

が
加
え
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
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部
屋
２
の
南
の
隔
壁
の
下
か
ら
は
、
さ
ら
に
そ
れ
と
直
交
す
る

よ
う
に
一
列
で
一
段
の
壁
（W

345

）
が
部
屋
の
中
央
を
走
っ
て

い
た
。
こ
の
壁
の
東
面
に
は
プ
ラ
ス
タ
ー
が
塗
ら
れ
て
お
り
、
壁

の
直
下
か
ら
モ
ザ
イ
ク
床
が
検
出
さ
れ
た
。
壁
の
東
側
と
西
側
幅

一
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
モ
ザ
イ
ク
床
は
壁
の

東
側
で
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
西
側
で
も
モ
ザ
イ
ク
床
の

一
部
が
確
認
さ
れ
、
モ
ザ
イ
ク
床
を
敷
く
た
め
の
基
礎
と
思
わ
れ

る
細
か
い
土
の
堆
積
も
検
出
さ
れ
た
の
で
、
元
来
モ
ザ
イ
ク
床
は

部
屋
の
全
面
に
広
が
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
壁

W
345

は
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ン
チ
を
設
け
る
こ
と

な
く
、
モ
ザ
イ
ク
床
の
上
に
直
に
建
設
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
壁
の
年
代
は
ま
だ
決
定
で
き
な
い
が
、
プ
ラ
ス
タ
ー
貼
り
の
床

の
下
か
ら
出
土
し
た
土
器
が
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

モ
ザ
イ
ク
床
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
切
石
積
み
の
建
造
物
に
付
属

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
以
降
少

な
く
と
も
三
回
の
改
築
が
こ
の
部
屋
で
は
行
わ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

部
屋
１
で
は
、
モ
ザ
イ
ク
床
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
西
側
を
さ
ら

に
掘
り
下
げ
た
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
大
型
の
「
石
臼
」
が
置
か

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
で
に
、
モ
ザ
イ
ク
床
と
ほ
ぼ
同

一
レ
ベ
ル
か
ら
そ
の
一
部
が
露
出
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
そ
れ

は
岩
盤
直
上
に
置
か
れ
た
、
直
径
約
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
メ

図 5 B地区部屋 2における改築状況
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ー
ト
ル
の
「
石
臼
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
「
石

臼
」
に
は
左
右
対
称
の
位
置
に
矩
形
の
溝
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
お

そ
ら
く
牛
馬
な
ど
の
家
畜
に
引
か
せ
て
動
か
す
臼
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
周
囲
に
は
動
物
が
動
け
る
よ
う
な
空
間
は
存
在

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
「
石
臼
」
は
上
石
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
下
石
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
使
用

で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て

こ
の
重
量
の
あ
る
「
石
臼
」
が
部
屋
の
中
に
置
か
れ
た
の
か
は
今

の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、「
石
臼
」
周
辺
の
岩
盤
か
ら
モ

ル
タ
ル
で
固
め
ら
れ
た
モ
ザ
イ
ク
の
テ
ッ
セ
ラ
片
が
出
土
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
臼
は
モ
ザ
イ
ク
床
が
遺
棄
さ
れ
た
後
に
持
ち

込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
17
）
。

周
壁
の
南
、
つ
ま
り
部
屋
１
の
外
側
か
ら
は
、
ウ
シ
な
ど
を
含

む
大
型
獣
の
骨
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
（
後
述
参
照
）。
プ
ラ

ス
タ
ー
で
閉
じ
ら
れ
た
建
築
や
大
型
の
石
臼
の
存
在
を
考
え
る
と
、

こ
の
部
分
は
居
住
空
間
の
外
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

�

ビ
ザ
ン
ツ
時
代

周
壁
の
南
側
部
分
に
は
、
門
か
ら
同
じ
間
隔
で
平
行
に
走
る
二

本
の
壁
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
部
屋
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
部

屋
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
以
降
に
は
隔
壁
で
分
断
さ
れ
た
が
、
ビ
ザ

ン
ツ
時
代
に
は
連
続
す
る
モ
ザ
イ
ク
床
が
敷
か
れ
た
部
屋
で
あ
っ

た
。
部
屋
２
で
は
、
そ
の
後
少
な
く
と
も
三
度
の
改
築
が
行
わ
れ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
部
屋
１
で
は
、
大
量
の
落
石
を
含
む
表
土
を

取
り
除
く
と
す
ぐ
に
モ
ザ
イ
ク
床
が
出
土
し
た
。

こ
れ
ら
の
モ
ザ
イ
ク
床
は
、
東
側
の
壁
か
ら
約
九
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
幅
で
帯
状
に
認
め
ら
れ
た
（
図
６
）。
モ
ザ
イ
ク
は
、

白
色
の
テ
ッ
セ
ラ
（
お
そ
ら
く
石
灰
岩
）
を
背
景
と
し
、
青
も
し

く
は
灰
色
の
テ
ッ
セ
ラ
に
よ
っ
て
組
み
紐
紋
と
波
型
紋
が
描
か
れ

て
い
る
。
文
様
の
方
向
は
周
壁
と
平
行
で
あ
っ
た
。
部
屋
１
で
は
、

植
物
の
茎
で
構
成
さ
れ
た
メ
ダ
リ
オ
ン
の
よ
う
な
図
柄
が
褐
色
の

テ
ッ
セ
ラ
で
描
か
れ
て
お
り
、
部
屋
２
で
は
ブ
ド
ウ
の
図
柄
が
確

認
さ
れ
た
。
本
遺
跡
の
覆
土
中
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ッ
セ
ラ

は
、
白
色
で
一
辺
が
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
る
比
較
的
大
き

い
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
上
述
の
モ
ザ
イ
ク
床
を
構
成
し
て
い
る

テ
ッ
セ
ラ
は
、
一
辺
が
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
非
常

に
緻
密
な
テ
ッ
セ
ラ
で
あ
る
と
い
え
る
。

周
壁
の
東
側
に
位
置
す
る
建
造
物
の
「
中
庭
」
に
相
当
す
る
部

分
で
も
、
別
の
モ
ザ
イ
ク
床
が
検
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
モ

ザ
イ
ク
床
は
、
大
部
分
が
後
代
に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
テ
ッ
セ
ラ

も
大
き
な
白
色
の
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
上
述
の
周
壁

内
の
部
屋
の
テ
ッ
セ
ラ
と
は
目
的
も
図
案
も
異
な
る
も
の
だ
っ
た

史
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と
思
わ
れ
る
。「
中
庭
」
で
モ
ザ
イ
ク
床
の
残
っ
て
い
な
か
っ
た

部
分
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
若
干
で
は
あ
る
が
、
表
土

層
と
は
異
な
る
砂
利
を
含
む
土
層
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
モ
ザ

イ
ク
床
を
造
る
た
め
の
基
礎
の
一
部
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
中

庭
」
の
モ
ザ
イ
ク
床
は
、
周
壁
に
位
置
す
る
「
中
庭
」
へ
の
出
入

口
の
敷
居
石
と
同
一
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
中

庭
」
の
モ
ザ
イ
ク
床
と
周
壁
へ
の
出
入
口
が
同
時
に
造
ら
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
部
屋
１
と
部
屋
２
の
モ
ザ
イ
ク
床
は
、

「
中
庭
」
の
モ
ザ
イ
ク
床
よ
り
も
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
低
い

レ
ベ
ル
に
造
ら
れ
て
い
た
（
八
七
七
・
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）。
こ

れ
ら
は
同
一
時
期
に
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
周
壁
の

内
外
で
レ
ベ
ル
が
異
な
る
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。

周
壁
の
東
側
で
は
、
出
入
口
が
二
つ
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
は

門
と
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
単
純
な
造
り
で
、
幅
も
狭
か
っ
た

（L
365

は
幅
約
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、L

315

は
約
七
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
）。
し
か
し
、
双
方
の
出
入
口
と
も
、
後
に
頭
大
の
石
を

詰
め
ら
れ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。
閉
鎖
さ
れ
た
石
積
み
の
様
子
は
、

他
の
改
変
箇
所
と
同
様
に
雑
で
あ
る
が
、
正
確
な
時
期
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
門
の
内
側
の
部
屋
（
部
屋
３
、
４
）
と
同

様
、
周
壁
の
他
の
部
分
の
出
入
口
も
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
以
降
に
は
閉

鎖
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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�

岩
盤

本
調
査
区
で
は
、
周
壁
の
東
面
と
南
面
で
岩
盤
に
到
達
し
た
。

ど
ち
ら
の
箇
所
で
も
、
岩
盤
の
直
上
に
切
石
を
積
ん
で
壁
が
造
ら

れ
て
い
た
。
岩
盤
は
特
に
加
工
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
然
の
傾
斜
面

が
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
て
い
た
。
門
の
内
側
で
確
認
さ
れ
た
よ
う

に
、
遺
跡
の
周
壁
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
に
建
造
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。上

述
し
た
「
中
庭
」
の
モ
ザ
イ
ク
床
の
検
出
さ
れ
た
発
掘
区
で

は
、
モ
ザ
イ
ク
の
残
っ
て
い
な
か
っ
た
北
半
分
を
掘
り
下
げ
る
と
、

約
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
岩
盤
に
到
達
し
た
。
し
か
し
、

モ
ザ
イ
ク
床
以
前
の
居
住
の
痕
跡
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

周
壁
の
東
面
で
は
、
モ
ザ
イ
ク
床
や
敷
居
石
の
位
置
か
ら
、
床

下
に
は
二
段
の
石
積
み
の
基
礎
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の

二
段
の
石
積
み
は
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
切

石
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
床
面
よ
り
上
の
切
石
積
み
の
壁

は
、
上
段
へ
上
が
る
に
つ
れ
て
大
き
な
石
を
用
い
て
い
た
（
18
）
。

周
壁
の
南
側
で
は
、
表
土
層
と
同
じ
よ
う
な
土
の
堆
積
が
約
九

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
続
い
た
後
に
岩
盤
に
到
達
し
た
。
こ
こ
で
も

周
壁
の
基
礎
が
岩
盤
の
直
上
か
ら
積
ま
れ
て
い
る
様
子
が
確
認
さ

れ
た
。
最
下
段
の
石
の
大
き
さ
は
、
岩
盤
の
形
状
に
合
わ
せ
て
調

整
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
出
土
土
器
の
ほ
と
ん
ど
は
ビ
ザ
ン
ツ
時

代
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
周
壁
の
基
礎
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
に
建

造
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

上
述
し
た
「
石
臼
」
の
置
か
れ
た
部
屋
１
の
内
側
で
も
、
西
面

と
南
面
で
周
壁
と
岩
盤
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
壁

の
基
礎
は
、
岩
盤
上
に
堆
積
し
た
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚

さ
の
テ
ラ
ロ
ッ
サ
の
上
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
部
屋
４
の
東
側
の

状
況
と
類
似
し
て
い
た
が
、
最
下
段
の
石
が
自
然
石
で
あ
る
点
は

部
屋
４
の
東
側
と
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
自
然
石
の
上
に
幅
約
八

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
切

石
が
二
段
（W

312

北
面
西
部
で
は
三
段
）
積
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
上
端
が
部
屋
内
の
モ
ザ
イ
ク
床
と
同
一
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
壁
の
基
礎
を
岩
盤
の
凹
凸
に
合
わ
せ
て
調
整
し
た
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

４
�
Ｂ
地
区
の
遺
構
の
性
格

本
調
査
区
の
結
果
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
の
周
壁
及

び
そ
れ
に
付
属
す
る
門
と
部
屋
の
性
格
に
つ
い
て
、
以
下
よ
う
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
の
西
側
に
あ
る
周
壁
は
、
出
土
土

器
と
モ
ザ
イ
ク
床
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺
構
と
考
え
ら
れ

る
。
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②
こ
の
周
壁
は
、
石
灰
岩
の
岩
盤
、
あ
る
い
は
、
そ
の
上
の
テ

ラ
ロ
ッ
サ
の
層
の
直
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ビ

ザ
ン
ツ
時
代
以
前
に
遡
る
居
住
の
跡
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

③
周
壁
は
、
切
石
で
造
ら
れ
て
お
り
、
列
柱
や
、
フ
ル
ー
テ
ィ

ン
グ
装
飾
の
施
さ
れ
た
抱
き
柱
、
石
敷
き
の
床
を
も
つ
壮
麗

な
建
築
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
周
壁
内
部
の
部

屋
は
モ
ザ
イ
ク
床
で
装
飾
さ
れ
て
い
た
。

④
そ
の
後
、
門
を
始
め
、
す
べ
て
の
出
入
口
は
石
で
閉
鎖
さ
れ

た
。
改
築
に
用
い
ら
れ
た
壁
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
建
築
に

比
べ
る
と
は
る
か
に
粗
雑
で
あ
る
。
ま
た
、
最
終
的
に
、
門

の
内
側
の
部
屋
の
内
部
に
は
プ
ラ
ス
タ
ー
が
塗
ら
れ
た
。

⑤
改
築
は
少
な
く
と
も
三
度
確
認
で
き
、
最
終
的
に
、
マ
ム
ル

ー
ク
朝
時
代
に
門
の
内
側
の
部
屋
に
プ
ラ
ス
タ
ー
が
塗
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
改
築
の
年
代
は

特
定
で
き
な
い
。

Ⅲ
�
Ａ
地
区

Ａ
地
区
は
、
遺
跡
の
中
心
部
分
に
残
る
「
ブ
ル
ジ
ュ
」
の
西
側

に
設
定
さ
れ
た
。
大
き
さ
は
、
一
六
×
三
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
発

掘
区
の
Ｈ
１０
区
、
Ｉ
１０
区
、
Ｊ
１０
区
に
含
ま
れ
る
。

１
�
基
本
層
序

表
土
層
�
ビ
ザ
ン
ツ
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
土
器
を
含
む
。

第
Ⅰ
層
�
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
彩
文
土
器
、
施
釉
陶
器
、
お

よ
び
多
く
の
石
灰
岩
製
の
切
石
片
を
含
む
。

第
Ⅱ
層
�
十
字
軍
〜
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
（
ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口

の
西
方
に
位
置
す
る
石
敷
き
床
を
も
つ
遺
構
、
お
よ

び
ブ
ル
ジ
ュ
の
北
側
に
接
す
る
東
西
方
向
に
走
る
壁

を
含
む
）

第
Ⅲ
層
�
十
字
軍
〜
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
（
水
路
お
よ
び
ト
レ

ン
チ
南
端
に
位
置
す
る
東
西
方
向
に
走
る
壁
を
含

む
）。

第
Ⅳ
層
�
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺
物
包
含
層
。

第
Ⅴ
層
�
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
（
石
敷
き
床
、
石
敷
き
床
直
下
の
水

路
、
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ュ
の
基
礎
を
含
む
）

岩
盤
�
石
灰
岩
の
岩
盤

ブ
ル
ジ
ュ
本
体
を
観
察
す
る
と
、
四
辺
そ
れ
ぞ
れ
の
長
さ
（
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
）
が
若
干
異
な
る
こ
と
、
石
積
み
の
パ
タ
ー
ン
が

異
な
る
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
、
石
積
み
の
中
に
は
リ
ン
テ
ル
や

装
飾
の
あ
る
石
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
い
位
置
に
填
め
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
複
数
回
に
分
け
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
り
補
修

二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

七
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（
七
一
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さ
れ
た
り
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
現
地
表
面
か
ら
も
っ
と

も
高
い
部
分
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
北
西
隅
で
あ
り
、
高
さ
は
約
五
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
ブ
ル
ジ
ュ
の
基
礎
は
岩
盤
の

上
に
直
接
建
造
さ
れ
て
お
り
、
岩
盤
か
ら
の
残
存
高
は
約
七
・
五

メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

２
�
十
字
軍
〜
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代

表
土
と
そ
の
直
下
か
ら
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
遺
構
と
遺

物
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
の
包
含
層
（
第
Ⅰ
層
）
は
、
大
き

く
上
層
と
下
層
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
層
は
、
多

く
の
大
型
の
石
が
混
入
し
て
い
る
層
で
、
土
器
片
は
下
層
に
比
べ

る
と
少
な
い
。
混
入
し
て
い
る
大
型
の
石
に
は
、
全
面
が
平
ら
に

整
形
さ
れ
た
長
方
体
の
切
石
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
整
形
さ
れ
て

い
な
い
自
然
石
も
含
ま
れ
て
い
た
。
切
石
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の

建
造
物
に
使
用
さ
れ
て
い
た
建
材
と
考
え
ら
れ
る
。

第
Ⅱ
層
で
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
西
面
に
位
置
す
る
入
口
部
分
を
閉
鎖

す
る
よ
う
に
南
北
方
向
に
走
る
壁
が
ブ
ル
ジ
ュ
に
接
し
て
築
か
れ

て
い
た
。
入
口
部
分
の
南
で
は
、
上
述
の
南
北
壁
に
接
続
す
る
形

で
西
方
へ
延
び
る
一
列
の
石
列
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
東
側
と
南

側
を
壁
で
囲
ま
れ
た
遺
構
は
、
何
ら
か
の
空
間
も
し
く
は
部
屋
を

構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
遺
構
の
床
面
に
は
、
四
枚

の
切
石
が
敷
か
れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
遺
構
の
北
壁
と

西
壁
に
あ
た
る
部
分
は
攪
乱
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
た
た
め
、
遺

構
の
全
体
像
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
南
壁
は
大
き
さ
の
異
な
る

大
小
の
石
を
適
当
に
組
み
合
わ
せ
、
石
の
隙
間
に
砂
利
を
充
填
し

て
構
築
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
簡
易
的
と
も
い
え
る
構
造
を

も
つ
壁
か
ら
考
え
て
、
こ
の
遺
構
は
恒
久
的
な
目
的
の
た
め
に
建

造
さ
れ
た
構
造
物
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
遺
構
の
覆
土
か
ら
出

土
し
た
土
器
の
多
く
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
彩
文
土
器
や
無

紋
土
器
で
あ
っ
た
（
19
）
。

上
述
の
遺
構
の
下
層
に
は
、
破
棄
さ
れ
た
石
材
を
多
く
含
む
攪

乱
が
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
攪
乱
は
ブ
ル
ジ
ュ
の
北
壁
の
辺
り
ま

で
広
が
る
。
石
材
に
は
、
切
石
だ
け
で
な
く
、
大
型
の
自
然
石
も

含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
攪
乱
の
南
西
部
か
ら
は
、
ほ
ぼ
完
形
で
小

型
の
大
理
石
製
柱
頭
（
コ
リ
ン
ト
式
）、
お
よ
び
大
理
石
製
の
柱

身
片
が
出
土
し
た
。
こ
の
柱
頭
の
類
例
は
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
降
誕

教
会
（C

hurch
of

the
N

ativity

）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
字
軍
時
代
に
建
造
さ
れ
た
と
い
う
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
柱
頭
の
年
代

が
正
し
い
と
す
る
な
ら
、
攪
乱
か
ら
出
土
し
た
柱
頭
は
、
十
字
軍

時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
が
後
の
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の
あ
る
時
期
に

破
壊
さ
れ
、
他
の
石
材
と
と
も
に
遺
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

上
述
の
攪
乱
の
下
か
ら
は
、
水
路
が
発
見
さ
れ
た
（
第
Ⅲ
層
、
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図 7 A地区ビザンツ時代の水路及び十字軍～マムルーク朝時代の水路（北側から撮影）
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図
７
）。
こ
の
水
路
に
は
、「
沈
殿
槽
」（
水
路
の
途
中
に
設
け
ら

れ
水
流
を
さ
げ
、
ゴ
ミ
な
ど
を
沈
殿
さ
せ
る
施
設
）
と
考
え
ら
れ

る
方
形
の
プ
ラ
ン
を
も
つ
遺
構
（
約
五
〇
×
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
が
付
属
し
て
い
た
。「
沈
殿
槽
」
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口
の

西
方
に
位
置
し
て
お
り
、
丁
寧
な
石
積
み
で
作
ら
れ
て
い
た
。
水

路
は
、
こ
の
「
沈
殿
槽
」
を
は
さ
み
南
北
方
向
に
走
っ
て
い
た
。

残
念
な
が
ら
北
側
の
水
路
は
攪
乱
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、

南
側
の
水
路
は
保
存
状
態
が
良
く
、
水
路
を
覆
う
「
蓋
」
も
検
出

で
き
た
。
水
路
本
体
は
、
平
石
を
両
脇
に
配
置
す
る
形
で
作
ら
れ
、

幅
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
そ
の
蓋
は
、
約
四
〇
×
五

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
平
石
を
何
枚
か
配
置
す
る
こ
と
で
作

ら
れ
て
い
た
。
南
側
の
水
路
は
、
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
き
な
が

ら
ト
レ
ン
チ
の
南
西
隅
へ
と
続
い
て
い
た
。
こ
れ
が
ど
こ
へ
つ
な

が
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
西
方
に
あ
る
「
中
庭
」

（
Ｂ
地
区
を
参
照
）
の
下
に
あ
る
「
貯
水
槽
」
と
の
関
連
が
推
測

で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
水
路
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口
の
南
に
敷
か

れ
て
い
た
三
枚
の
平
石
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
た
。
後
述
す
る
よ

う
に
こ
の
平
石
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
敷
石
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

水
路
は
そ
れ
以
降
の
年
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
水
路
の
覆
土
か
ら
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
施
釉
陶
器
が
出

土
し
た
。

上
述
の
水
路
と
沈
殿
槽
の
直
上
に
は
、
厚
さ
約
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺
物
包
含
層
（
第
Ⅳ
層
、
以
下
参
照
）

が
存
在
し
た
。
こ
の
層
に
は
、
土
器
片
（
硬
質
の
も
の
が
多
い
）、

施
釉
陶
器
、
炭
化
物
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
が
、
上
層
に
あ

っ
た
建
材
用
の
石
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
包
含
層
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
生
活
面
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
水
路
と
沈
殿
槽
は
、
こ
の
層
を
掘
り
込
ん
で
作
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
他
の
十
字
軍
〜
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
相
当
す
る
遺
構
と

し
て
は
、
ト
レ
ン
チ
南
部
で
検
出
さ
れ
た
東
西
方
向
に
走
る
壁
が

あ
る
。
こ
の
壁
は
高
さ
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
二
メ
ー
ト
ル

を
測
り
、
上
述
の
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
包
含
層
に
掘
り
込
ん
で
建
造

さ
れ
て
い
た
。
壁
の
外
面
は
主
に
切
石
で
構
築
さ
れ
、
そ
の
内
部

に
は
大
小
の
自
然
石
が
充
填
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
壁
は
東
端
で
ブ

ル
ジ
ュ
の
南
西
隅
に
接
続
し
、
西
方
へ
は
Ｂ
地
区
で
調
査
さ
れ
た

周
壁
へ
と
延
び
て
い
る
。
壁
の
外
面
に
使
用
さ
れ
て
い
る
切
石
は
、

も
と
も
と
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
建
造
物
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ら
が
後
に
再
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口
の
す
ぐ
北
側
で
は
、
入
口
か
ら
約
一
・
五
メ

ー
ト
ル
西
に
延
び
る
壁
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
壁
は
ブ
ル
ジ
ュ
の

入
口
を
塞
い
で
い
た
南
北
壁
の
下
で
見
つ
か
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代

の
切
石
、
柱
身
片
、
お
よ
び
丸
い
自
然
石
を
使
用
し
て
築
か
れ
て
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い
た
。
特
に
入
口
に
接
し
て
配
置
さ
れ
て
い
た
平
石
に
は
、
片
面

に
直
線
状
の
溝
が
掘
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
溝
は
一
方
の
端
で
太
く

深
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
石
は
、
お
そ
ら
く
オ
リ
ー
ブ
プ
レ
ス
の

よ
う
な
液
体
に
関
連
す
る
施
設
に
使
わ
れ
た
建
材
が
再
利
用
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
入
口
の
南
側
で
は
こ
の
壁
に
対
応
す
る
壁

は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口
自
体
は
、
現
地
表
面
か
ら
約
一
・
七
メ
ー
ト

ル
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
で
完
全
に
検
出
さ
れ
た
。
入
口
の
高
さ
は
、

約
一
・
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
・
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
入
口

は
、
上
述
し
た
よ
う
に
十
字
軍
〜
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
壁
で
ふ

さ
が
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
取
り
外
す
と
複
数
枚
の
堆
積
層
が
確

認
で
き
た
。
堆
積
層
で
は
、
石
で
構
成
さ
れ
た
層
と
土
で
構
成
さ

れ
た
層
が
交
互
に
観
察
さ
れ
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
入
口
内
部
の

調
査
は
行
わ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
次
シ
ー
ズ

ン
へ
と
残
さ
れ
た
。
入
口
の
リ
ン
テ
ル
（
�
石
）
は
シ
ン
プ
ル
な

作
り
で
、
二
段
に
区
切
ら
れ
た
長
方
形
の
モ
チ
ー
フ
が
彫
り
込
ま

れ
て
い
た
。

ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口
に
向
か
っ
て
右
手
上
方
に
は
、
円
形
の
中
に

十
字
架
と
思
わ
れ
る
文
様
が
彫
り
込
ま
れ
た
メ
ダ
リ
オ
ン
の
モ
チ

ー
フ
を
も
つ
切
石
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
。
メ
ダ
リ
オ
ン
の
両
脇

に
は
、
連
続
す
る
Λ
（
ラ
ム
ダ
）
の
よ
う
な
形
で
内
部
が
充
填
さ

れ
た
長
方
形
の
モ
チ
ー
フ
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
切
石
は
も
と

も
と
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
建
造
物
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
後
に
ブ
ル

ジ
ュ
の
建
材
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

似
た
よ
う
な
文
様
の
あ
る
リ
ン
テ
ル
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
北
壁
に

も
見
ら
れ
た
（
北
壁
に
向
か
っ
て
右
手
下
方
）。
こ
の
切
石
に
は
、

三
つ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
上
述
の
切
石
と
類
似
す

る
ラ
ム
ダ
の
よ
う
な
形
が
充
填
さ
れ
た
長
方
形
の
モ
チ
ー
フ
が
中

央
の
メ
ダ
リ
オ
ン
の
両
脇
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
メ
ダ
リ

オ
ン
の
う
ち
左
手
の
も
の
は
、
残
念
な
が
ら
内
部
が
削
り
と
ら
れ

て
い
る
た
め
モ
チ
ー
フ
は
不
明
で
あ
る
（
20
）
。
し
か
し
、
中
央
の
メ
ダ

リ
オ
ン
に
は
菱
形
の
外
枠
が
あ
る
十
字
架
、
右
手
の
も
の
に
は
六

つ
の
花
弁
を
も
つ
花
の
モ
チ
ー
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
刻
ま
れ
て
い
た
。

最
後
に
ト
レ
ン
チ
の
北
側
で
は
、
第
Ⅱ
層
に
相
当
す
る
レ
ベ
ル

で
東
西
に
延
び
る
二
列
の
石
列
か
ら
な
る
壁
が
検
出
さ
れ
た
。
こ

の
壁
は
ブ
ル
ジ
ュ
の
北
壁
と
接
し
て
お
り
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
す
ぐ
北

側
を
走
る
壁
と
考
え
ら
れ
る
。

３
�
ビ
ザ
ン
ツ
時
代

ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
痕
跡
と
し
て
は
、
上
述
の
十
字
軍
〜
マ
ム
ル

ー
ク
朝
時
代
の
水
路
が
掘
り
込
ま
れ
た
包
含
層
（
第
Ⅳ
層
）
が
ま

ず
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
層
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
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の
生
活
面
の
可
能
性
が
高
く
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口
よ
り
少
し
下
方

に
位
置
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口
は
、
ビ
ザ
ン
ツ

時
代
以
降
に
建
造
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
ビ
ザ
ン
ツ
時
代

の
層
を
取
り
除
く
と
、
こ
の
水
路
が
埋
設
さ
れ
て
い
た
層
が
あ
り
、

そ
の
下
に
は
敷
石
の
あ
る
層
（
第
Ⅴ
層
）
が
発
見
さ
れ
た
。
敷
石

面
の
レ
ベ
ル
は
約
八
七
八
・
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
の
範

囲
は
ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口
近
辺
か
ら
ト
レ
ン
チ
の
北
に
か
け
て
広
が

っ
て
い
た
。
ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口
の
少
し
南
に
は
、
上
述
し
た
よ
う

に
大
型
の
三
枚
の
平
石
が
ブ
ル
ジ
ュ
周
辺
の
敷
石
と
し
て
ブ
ル
ジ

ュ
と
直
角
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
敷
石
の
南
側
で
は
、
モ
ザ
イ
ク
床
が
検
出
さ
れ
た
。
残
念

な
が
ら
こ
の
床
は
大
き
く
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
モ
ザ
イ
ク
は
わ
ず

か
な
部
分
し
か
残
存
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
黒
、
白
、
赤
色
の
テ

ッ
セ
ラ
の
使
用
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
モ
ザ
イ
ク
床
の
存
在
は
、

敷
石
の
南
側
が
建
造
物
の
内
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
敷
石
の
北
側
は
、
建
造
物
の
「
中
庭
」
に
相
当
す
る
空
間

で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
北
側
に
広
が
る
敷
石
は
、
Ｂ
２
地
区

に
あ
る
「
中
庭
」
の
モ
ザ
イ
ク
床
と
レ
ベ
ル
が
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
（
21
）
。
こ
の
「
中
庭
」
の
敷
石
が
あ
る
床
面
の
下
か
ら
は
、
ビ

ザ
ン
ツ
時
代
の
水
路
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
水
路
は
、
十
字
軍

〜
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
水
路
と
ほ
ぼ
同
じ
方
位
（
南
北
方
向
）

と
位
置
（
ブ
ル
ジ
ュ
の
西
側
）
に
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、
水
路
の

幅
は
よ
り
狭
く
、
ま
た
丁
寧
な
石
積
み
で
造
ら
れ
て
い
た
。
水
路

は
発
掘
区
の
さ
ら
に
北
へ
と
続
い
て
い
る
が
、
ど
こ
に
向
か
っ
て

い
る
か
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

上
述
の
「
中
庭
」
の
敷
石
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
西
壁
か
ら
約
三
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
途
切
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
、
ブ
ル
ジ
ュ

の
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ン
チ
と
み
ら
れ
る
。
フ
ァ
ウ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ン
チ
は
、
一
見
、
中
庭
の
敷
石
を
「
切
っ

て
」
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
一
方
、
上
述
し
た
ブ
ル
ジ
ュ
の
入

口
の
南
に
あ
る
三
枚
の
敷
石
の
う
ち
ブ
ル
ジ
ュ
に
最
も
近
い
石
は
、

ブ
ル
ジ
ュ
の
西
壁
に
接
し
て
い
た
。
よ
り
詳
細
に
観
察
す
る
と
ブ

ル
ジ
ュ
の
西
壁
の
石
が
少
し
抉
ら
れ
、
そ
こ
に
敷
石
が
「
か
ま
さ

れ
て
」
配
置
さ
れ
て
い
た
（
図
８
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
後

述
す
る
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ュ
と
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺
構
の
関
係
が
想

定
で
き
る
。

さ
ら
に
、
Ａ
地
区
に
お
け
る
地
山
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ブ
ル

ジ
ュ
の
入
口
前
に
小
さ
な
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
こ
の
調

査
か
ら
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
別
の
短
い
水
路
が
ブ
ル
ジ
ュ
の
西
壁

か
ら
垂
直
に
西
へ
と
延
び
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

の
水
路
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
壁
か
ら
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で

上
述
し
た
南
北
方
向
に
走
る
水
路
に
接
続
す
る
。
ま
た
こ
の
水
路

史
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は
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
西
壁
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
る
。
こ
の
水
路
を
取
り
払
い
、
そ
の
下
を
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、

テ
ラ
ロ
ッ
サ
を
含
む
粘
性
の
強
い
土
層
が
あ
り
、
そ
の
下
で
石
灰

岩
の
岩
盤
に
到
達
し
た
。
岩
盤
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
入
口
か
ら
約
九

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
に
位
置
し
て
い
た
。
ま
た
、
ブ
ル
ジ
ュ
の

壁
は
直
接
岩
盤
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。４

�
ブ
ル
ジ
ュ
の
年
代
に
関
す
る
知
見

Ａ
地
区
の
発
掘
調
査
の
目
的
の
一
つ
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
建
造
年

代
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
確
実
な

収
穫
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

ま
ず
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
基
礎
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
岩
盤
の
上
に

直
接
構
築
さ
れ
て
お
り
、
基
礎
の
西
側
に
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺

構
（
水
路
、
モ
ザ
イ
ク
床
、
敷
石
の
あ
る
「
中
庭
」）
が
配
置
さ

れ
て
い
た
。
上
述
の
岩
盤
ま
で
到
達
し
た
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
の
観
察

に
基
づ
く
と
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
年
代
に
関
し
て
二
つ
の
仮
説
を
提
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
ブ
ル
ジ
ュ
の
基
礎
と
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺
構
は
ほ
ぼ
同
時
期

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
起
源
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
に

あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
ブ
ル
ジ
ュ
本
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体
の
大
部
分
は
明
ら
か
に
後
代
に
複
数
回
積
み
直
さ
れ
た
と

考
え
る
。
そ
の
場
合
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
ブ
ル
ジ
ュ
の
基
礎

は
、
西
壁
の
最
下
段
（
一
〜
二
段
目
程
度
）
だ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

②
ブ
ル
ジ
ュ
の
基
礎
と
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺
構
は
異
な
る
時
期

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ン
チ
を

率
直
に
解
釈
す
る
と
す
れ
ば
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
基
礎
は
ビ
ザ
ン

ツ
時
代
の
遺
構
を
「
切
っ
て
」
建
造
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ル
ジ

ュ
自
体
は
そ
れ
以
降
の
時
代
（
中
期
か
ら
後
期
イ
ス
ラ
ー
ム

時
代
）
に
建
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
を
支
持
す
る
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。

�
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
建
造
物
が
再
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
他
の
発
掘

区
か
ら
も
観
察
で
き
る
こ
と
、
�
ブ
ル
ジ
ュ
の
壁
自
体
の
大
半
は

後
の
時
代
に
再
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
基
礎
の
部
分
は
水
路

や
モ
ザ
イ
ク
床
の
建
造
物
の
基
礎
と
建
物
の
「
方
角
」
が
不
自
然

に
違
っ
て
い
な
い
こ
と
、
�
ブ
ル
ジ
ュ
の
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
・
ト
レ
ン
チ
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
包
含
層
（
厚
さ
約
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）
の
下
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
、
で
あ
る
。
一
方
、
②

を
支
持
す
る
理
由
と
し
て
は
、
�
ブ
ル
ジ
ュ
の
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
・
ト
レ
ン
チ
は
、
明
ら
か
に
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
石
敷
き
の
床

を
切
っ
て
い
る
こ
と
、
�
石
積
み
の
目
地
に
は
「
セ
メ
ン
ト
・
モ

ル
タ
ル
」
が
最
下
段
か
ら
中
段
ま
で
塗
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
本

遺
跡
で
見
ら
れ
る
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
精
巧
な
切
石
積
み
の
建
築
と

は
性
格
が
異
な
る
こ
と
、
で
あ
る
。

し
か
し
、
建
築
年
代
に
つ
い
て
最
終
決
定
を
行
う
に
は
、
来
シ

ー
ズ
ン
以
降
、
ブ
ル
ジ
ュ
内
部
の
調
査
を
行
い
、
検
出
さ
れ
た
基

礎
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
を
確
か
め
る
必
要
が
あ

る
。Ⅳ

�
Ｃ
地
区

１
�
Ｃ
１
地
区

本
調
査
区
は
ブ
ル
ジ
ュ
の
南
東
に
位
置
し
、
大
き
さ
は
八
×
四

メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
表
土
層
を
は
い
だ
段
階
で
、
東
西
方
向
に
走

る
現
代
の
壁
の
南
側
に
新
た
な
部
屋
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
調
査

区
の
目
的
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
地
区
の
南
東
隅
の
境
界

を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
Ｋ
１５
区
、
Ｋ
１６
区
、
Ｋ
１７
区
に
含
ま

れ
る
。

�

基
本
層
序

表
土
層
�
ビ
ザ
ン
ツ
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
土
器
を
含
む
。

第
１
層
�
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
無
紋
土
器
、
彩
文
土
器
、
施

釉
陶
器
を
含
む
。
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こ
の
層
の
下
に
も
層
序
が
堆
積
し
て
い
る
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は

こ
の
層
の
途
中
で
調
査
を
中
断
し
た
。

�

マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代

本
調
査
区
で
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
出
土
土
器
か
ら
お
そ
ら
く

マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
年
代
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図

９
）。
調
査
区
に
は
、
現
代
に
構
築
さ
れ
た
耕
地
区
分
用
の
石
積

み
壁
が
東
西
方
向
に
走
っ
て
い
る
。
こ
の
東
西
方
向
の
壁
は
、
長

さ
約
五
メ
ー
ト
ル
で
、
西
端
は
直
角
に
北
に
曲
が
り
切
石
の
壁
へ

と
接
続
し
て
い
る
。
こ
の
切
石
の
壁
は
、
検
出
し
た
壁
の
上
部
は
、

こ
ぶ
し
大
の
石
が
積
ま
れ
た
現
代
の
耕
地
区
分
用
の
壁
の
一
部
を

構
成
し
て
い
る
が
、
最
下
段
か
ら
上
に
三
段
ま
で
は
比
較
的
古
い

時
代
の
壁
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、
切
石
が
整
然
と
積

み
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
観
察
で
き
る
。

上
述
の
切
石
の
壁
の
南
一
・
六
メ
ー
ト
ル
で
検
出
さ
れ
た
壁
は
、

一
列
の
石
列
を
も
ち
、
切
石
だ
け
で
な
く
、
自
然
石
も
使
用
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
壁
と
切
石
の
壁
で
囲
ま
れ
た
空
間
は
部
屋
を
成
し

て
い
て
、
そ
の
入
口
は
東
面
に
位
置
し
て
い
た
。
入
口
の
幅
は
約

八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
敷
居
石
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
入
口

か
ら
部
屋
に
入
っ
た
す
ぐ
右
手
（
北
側
）
に
は
、
家
畜
の
「
飼
い

葉
桶
」
と
考
え
ら
れ
る
四
角
形
の
石
製
容
器
が
見
つ
か
っ
た
。

こ
の
部
屋
の
入
口
で
は
、
切
石
の
壁
が
北
へ
続
い
て
い
る
の
が
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確
認
で
き
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
屋
は
、
切
石
の
壁
で
囲
ま
れ
た

建
造
物
の
外
側
（
南
側
）
に
作
ら
れ
た
付
属
の
部
屋
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
部
屋
の
入
口
外
（
東
側
）
で
は
、
い
く
つ
か
切
石
が

集
中
し
て
い
る
箇
所
が
見
つ
か
っ
た
も
の
の
、
三
×
四
メ
ー
ト
ル

の
発
掘
範
囲
か
ら
は
、
明
確
な
壁
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
従
っ

て
、
こ
の
部
屋
の
東
側
に
は
あ
る
程
度
広
い
野
外
の
空
間
が
存
在

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
述
し
た
「
飼
い
葉
桶
」
の
存
在
と
、
部

屋
が
切
石
の
建
造
物
に
付
属
的
に
建
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
部
屋
は
「
家
畜
小
屋
」
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

部
屋
の
床
面
は
明
確
に
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
部
分
的
に
確

認
で
き
た
炭
化
物
が
散
乱
し
た
硬
化
面
が
床
面
で
あ
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
部
屋
の
床
面
は
土
を
踏
み
固
め
た

だ
け
の
簡
素
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

２
�
Ｃ
２
地
区

本
調
査
区
は
ブ
ル
ジ
ュ
の
東
に
位
置
し
、
大
き
さ
は
六
×
六
メ

ー
ト
ル
を
測
る
。
調
査
区
の
深
さ
は
、
北
西
の
部
屋
（
通
称
「
キ

ッ
チ
ン
」）
で
約
二
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
調
査
区
は
、
Ｈ
１４
区

に
含
ま
れ
る
。

�

基
本
層
序

表
土
層
�
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
土
器
が
中
心
だ
が
、
ビ
ザ
ン

ツ
時
代
の
土
器
を
含
む
。

第
１
層
�
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
無
紋
土
器
、
刻
紋
土
器
、
調

理
用
土
器
（
ク
ッ
キ
ン
グ
ポ
ッ
ト
）、
お
よ
び
彩
文

土
器
を
多
量
に
含
む
。
若
干
の
施
釉
陶
器
も
確
認
。

後
述
す
る
「
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
、
灰
混
じ
り
の
黒
色

の
遺
物
包
含
層
が
観
察
さ
れ
た
。
他
の
部
屋
で
は
、

比
較
的
柔
ら
か
い
灰
色
の
包
含
層
が
堆
積
し
て
い
た
。

第
２
層
�「
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
、
柔
ら
か
い
黄
色
の
包
含
層
が

堆
積
す
る
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
土
器
は
第
１
層

よ
り
少
な
め
で
あ
っ
た
。

第
３
層
�「
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
、
堅
く
締
ま
っ
た
黄
色
土
か
ら

な
る
。
土
器
は
、
第
１
層
よ
り
少
な
い
が
、
第
２
層

よ
り
は
多
い
。

岩
盤
�
石
灰
岩
の
岩
盤

本
調
査
区
で
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
堆
積
層
が
表
土
層
直

下
か
ら
岩
盤
ま
で
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
調
査
区
に

ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺
構
は
建
造
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
の
東
部
に
残

る
建
造
物
は
、
ほ
と
ん
ど
が
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
も
の
で
、
岩

盤
の
直
上
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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�

マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代

Ｃ
２
地
区
で
は
、
現
地
表
面
の
下
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
よ
り
遺

構
が
姿
を
見
せ
始
め
た
。
ト
レ
ン
チ
の
中
央
部
で
は
東
西
に
走
る

厚
い
壁
（
幅
約
一
メ
ー
ト
ル
）
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
壁
は
三
列

の
石
列
か
ら
成
る
が
、
こ
の
う
ち
南
の
二
列
が
石
の
大
き
さ
や
形

状
（
切
石
）、
石
積
み
の
方
法
か
ら
同
一
の
壁
と
考
え
ら
れ
る
。

北
側
の
壁
は
一
列
の
石
列
か
ら
な
る
壁
で
あ
り
、
南
側
の
壁
に
寄

り
か
か
る
こ
と
で
強
度
を
保
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
北
側
の
壁

は
、
壁
の
上
端
部
で
内
側
に
若
干
カ
ー
ブ
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
壁
で
囲
ま
れ
た
部
屋
は
、
南
北
方
向
の
ア
ー
チ
が
か
け
ら
れ

た
天
井
部
を
も
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

上
述
の
三
列
の
壁
の
北
側
と
南
側
で
は
、
異
な
る
遺
構
が
検
出

さ
れ
た
。
壁
の
北
側
で
は
、
部
屋
が
東
と
西
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
し

て
い
た
。
西
側
の
部
屋
は
上
述
し
た
「
キ
ッ
チ
ン
」
で
あ
り
、
マ

ム
ル
ー
ク
朝
と
考
え
ら
れ
る
時
期
の
土
器
が
特
に
多
数
出
土
し
た

（
図
１０
）。
土
器
に
は
、
器
形
の
わ
か
る
残
存
状
態
の
良
い
調
理
用

土
器
の
他
、
様
々
な
器
形
の
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
を
含
む
彩
文
土
器

（Fine
H

and
M

ade
G

eom
etric

Painted
W

ares
:H

M
G

PW

）

が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
彩
文
土
器
は
、
配
膳
用
の
食
器
と
し
て

利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
器
形
の
食
器

が
出
土
し
た
部
屋
を
こ
こ
で
は
「
キ
ッ
チ
ン
（
台
所
）」
と
し
た
。

図 10 C地区マムルーク朝時代の「キッチン」（南側から撮影）

二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

八
一
（
八
一
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こ
の
「
キ
ッ
チ
ン
」
は
、
調
査
区
を
北
に
拡
張
し
た
こ
と
で
部
屋

全
体
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
部
屋
は
約
三
・
三
×
二
・
八

メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
床
に
は
岩
盤
の
凹
凸
を
利
用
し
た
施
設
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。
本
来
の
床
面
は
お
そ
ら
く
岩
盤
の
上
に
敷
か
れ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
明
確
に
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

部
屋
の
北
西
部
で
は
、
岩
盤
が
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
窪
ん
で

い
た
。
そ
の
窪
み
に
一
列
の
石
列
が
ゆ
る
や
か
な
円
弧
を
描
く
よ

う
に
配
置
さ
れ
て
、
方
形
に
近
い
空
間
が
築
か
れ
て
い
た
。
こ
の

遺
構
の
底
に
あ
っ
た
堆
積
層
か
ら
は
、
大
型
の
調
理
用
土
器
の
破

片
や
玄
武
岩
製
の
磨
石
（
円
形
で
中
心
に
穿
孔
の
あ
る
タ
イ
プ
）

な
ど
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
こ
の
遺
構
の
外
、
調
査
区
の
北
西
隅

か
ら
は
、
長
い
柄
を
も
つ
ナ
イ
フ
形
鉄
製
品
や
鉄
釘
な
ど
が
出
土

し
た
。「
キ
ッ
チ
ン
」
の
第
１
層
か
ら
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の

コ
イ
ン
も
出
土
し
た
。

キ
ッ
チ
ン
の
北
壁
は
丁
寧
な
石
積
み
で
作
ら
れ
た
壁
で
あ
り
、

少
な
く
と
も
二
つ
の
ニ
ッ
チ
状
の
構
造
物
が
位
置
し
て
い
た
。
ニ

ッ
チ
は
、
高
さ
約
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
六
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
奥
行
き
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
西
側
に
あ

る
ニ
ッ
チ
は
、「
キ
ッ
チ
ン
」
の
北
隣
に
あ
る
空
間
（
部
屋
）
ま

で
貫
通
し
て
い
た
。
ニ
ッ
チ
の
天
井
部
は
小
さ
な
薄
い
石
を
使
用

し
た
ア
ー
チ
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
東
側
の
ニ
ッ
チ
は
、
東
半
分

が
さ
ら
に
調
査
区
の
東
へ
と
続
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
キ
ッ
チ

ン
」
の
北
東
隅
は
東
隣
の
空
間
（
部
屋
）
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

「
キ
ッ
チ
ン
」
の
東
側
、
つ
ま
り
調
査
区
の
北
東
部
で
は
、
床

と
壁
が
プ
ラ
ス
タ
ー
で
覆
わ
れ
た
部
屋
が
検
出
さ
れ
た
。
プ
ラ
ス

タ
ー
は
少
な
く
と
も
九
層
に
な
っ
て
い
る
の
が
観
察
さ
れ
た
。
つ

ま
り
、
こ
の
部
屋
は
床
と
壁
に
プ
ラ
ス
タ
ー
が
何
度
も
塗
ら
れ
る

ほ
ど
丁
寧
に
補
修
さ
れ
な
が
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
部
屋
の
機
能
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
ま
だ
不
明

で
あ
る
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
穀
物
を
貯
蔵
す
る
空
間
と

も
考
え
ら
れ
る
。
穀
物
を
湿
気
か
ら
守
る
た
め
、
プ
ラ
ス
タ
ー
を

塗
布
し
た
容
器
に
入
れ
る
こ
と
は
中
東
の
民
族
事
例
か
ら
も
知
ら

れ
て
い
る
（
22
）
。
厚
い
プ
ラ
ス
タ
ー
の
層
は
壁
の
下
部
ま
で
し
か
検
出

で
き
な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
壁
の
か
な
り
の
高
さ
ま
で
塗
ら
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
部
屋
の
床
面
の
レ
ベ
ル
は
、「
キ
ッ

チ
ン
」
の
岩
盤
と
比
較
す
る
と
約
一
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
あ
っ
た
。

調
査
区
の
南
側
で
は
、
二
つ
の
空
間
が
検
出
さ
れ
た
。
北
側
で

は
、
東
西
に
も
壁
を
も
つ
部
屋
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
部
屋
の
西

壁
は
少
な
く
と
も
三
列
の
石
列
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
東
壁
は
一

列
の
石
列
で
、
こ
こ
に
出
入
口
が
位
置
し
て
い
た
。
北
側
の
部
屋

の
床
面
に
は
プ
ラ
ス
タ
ー
が
塗
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
。
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プ
ラ
ス
タ
ー
の
保
存
状
態
は
上
述
し
た
調
査
区
北
東
部
の
部
屋
ほ

ど
よ
く
は
な
か
っ
た
が
、
何
層
か
に
塗
ら
れ
た
プ
ラ
ス
タ
ー
の
床

が
部
屋
の
中
央
部
か
ら
東
側
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
た
。
床
面
の

レ
ベ
ル
は
、
北
東
部
の
部
屋
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ

の
部
屋
の
南
壁
は
調
査
区
の
外
に
位
置
し
て
い
た
た
め
今
シ
ー
ズ

ン
は
検
出
で
き
て
い
な
い
。

上
述
し
た
部
屋
の
出
入
口
の
外
側
（
東
側
）
で
は
、
少
な
く
と

も
三
つ
の
壁
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
東
側
の
二
つ
の
壁
は
レ

ベ
ル
か
ら
見
て
一
段
階
古
い
時
期
の
壁
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｖ
�
ま
と
め

今
シ
ー
ズ
ン
の
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
に
お
け
る
調
査
成
果

を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
本
遺
跡
は
二
重
の
壁
（
周
壁
）
で
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
壁

の
基
礎
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
に
岩
盤
の
上
に
建
て
ら
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
居
住
の
痕
跡
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

（
２
）
周
壁
の
西
側
中
央
部
に
は
、
二
本
の
石
柱
を
も
つ
門
が
設

置
さ
れ
、
そ
の
内
側
に
は
石
敷
き
の
床
を
も
つ
部
屋
が
設

け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
門
は
、
三
連
式
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
門
の
南
側
に
は
、
モ
ザ
イ
ク
床
を
も
つ
部
屋
が

周
壁
の
内
部
に
造
ら
れ
て
い
た
。

（
３
）
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
建
造
物
が
破
壊
さ
れ
た
年
代
は
ま
だ
特

定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
三
度
改
築
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
最
後
の
改
築
は
、
土
器
か
ら
考
え
る

と
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
遺
跡
の
中
央
南
側
に
残
っ
て
い
る
ブ
ル
ジ
ュ
の
西
側
で
は
、

ビ
ザ
ン
ツ
時
代
で
二
層
、
十
字
軍
〜
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代

で
二
層
建
築
層
（
23
）
が
確
認
さ
れ
た
。
ブ
ル
ジ
ュ
本
体
の
石
積

み
の
大
半
は
、
十
字
軍
〜
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
も
の
の

よ
う
で
あ
る
が
、
何
度
か
修
復
・
改
築
が
な
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ブ
ル
ジ
ュ
の
基
礎
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
時
代

最
下
層
の
石
敷
き
を
壊
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

が
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
よ
り
後
代
の
も

の
な
の
か
に
関
し
て
は
、
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

（
５
）
本
遺
跡
の
東
側
部
分
で
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
建
造

物
と
家
畜
小
屋
が
検
出
さ
れ
た
。
北
側
の
建
築
（
Ｃ
２
地

区
）
は
、
ア
ー
チ
状
の
屋
根
を
持
ち
、
ニ
ッ
チ
の
施
さ
れ

た
壁
や
プ
ラ
ス
タ
ー
が
何
度
も
塗
ら
れ
た
部
屋
が
あ
る
特

異
な
性
格
の
遺
構
で
あ
っ
た
。

来
シ
ー
ズ
ン
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
の
性
格
と
遺
構
の
変
遷
を
よ
り
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
そ
の
内
部
の
調
査
を
実
施
し
た
い
。
ま
た
、

二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

八
三
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周
壁
に
関
し
て
は
、
門
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
と
東
側
部
分

の
輪
郭
を
把
握
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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L.
K

elso,
D

irector
1954,

1957,
1960

（Jo

）int
E
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e
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R
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〇
一
二
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一
〇
月
一
七
日
閲
覧
）

杉
本
智
俊

二
〇
一
三
「「
べ
テ
ル
」
遺
跡
の
現
状
―
二
〇
一
二
年
度

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
一

般
調
査
」『
考
古
学
が
語
る
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
』
一
〇
二
―
一
〇
七

頁
。

杉
本
智
俊
・
間
舎
裕
生

二
〇
一
三
「
二
〇
一
二
年
度
ベ
イ
テ
ィ
ン

遺
跡
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
考
古
学
的
一
般
調
査
」

『
史
学
』
八
二
巻
一
・
二
号
、
一
〇
五
―
一
二
七
頁
。

註（
１
）
本
報
告
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
Ａ
）
課
題
番
号24251015

（
研
究
代
表
者
、
杉
本
智
俊
）
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
２
）
ベ
イ
テ
ィ
ン
村
の
位
置
と
地
理
的
環
境
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

の
予
備
報
告
（
杉
本
二
〇
一
三
、
杉
本
・
間
舎
二
〇
一
三
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。
本
年
度
は
、
本
遺
跡
と
谷
を
は
さ
ん
だ
反
対
側

（
西
側
）
に
位
置
す
る
ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
の
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス

（
岩
窟
墓
群
）
の
調
査
も
行
っ
た
。
ワ
デ
ィ
・
タ
ワ
ヒ
ー
ン
の
調
査

に
つ
い
て
は
、
別
箇
に
報
告
す
る
。

（
３
）

R
ainey

2006

参
照
。Livingston

は
別
の
立
場
を
主
張
し
て

い
る
が
、
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
４
）
例
え
ば
バ
ガ
テ
ィ
（B

agatti,2002
:34

）
は
そ
の
よ
う
な
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
考
古
学
的
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い

の
で
確
定
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。C

ondor
and

K
itchener

1882
:307

も
参
照
。

（
５
）
コ
ン
ダ
ー
と
キ
ッ
チ
ナ
ー
の
記
述
に
は
、「
教
会
」
と
し
て
い

る
箇
所
（
三
〇
九
頁
）
と
「
修
道
院
」
と
し
て
い
る
箇
所
（
三
〇

二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

八
五
（
八
五
）



七
頁
）
が
あ
る
。
ベ
イ
テ
ィ
ン
村
で
は
、
テ
ル
型
遺
跡
（
テ
ル
・

ベ
イ
テ
ィ
ン
）
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
市
門
、
デ
キ
マ
ノ
ス
・
マ

キ
シ
ム
ス
と
考
え
ら
れ
る
列
柱
道
路
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
テ
ル

の
周
辺
で
は
大
型
の
貯
水
池
、
給
水
施
設
、
農
業
施
設
、
教
会
跡

な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
が
キ
リ
ス
ト
教
の
巡
礼
地

と
し
て
発
達
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
経
緯
を
知
る
こ
と

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
知
る
上
で
も

非
常
に
興
味
深
い
。

（
６
）
ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
と
「
ヤ
コ
ブ
の
梯
子
」
の
幻
を
結
び

つ
け
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ダ
ー
と
キ
ッ
チ
ナ
ー
（C

ondor
and

K
itchner

1882
:309

）
が
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
の
意
見
と
し
て

紹
介
し
て
い
る
。「
金
の
子
牛
」
が
置
か
れ
た
「
高
き
所
」
は
、

「
ベ
ト
・
ア
べ
ン
」（「
邪
悪
な
町
」
の
意
味
）
と
し
て
預
言
者
た
ち

に
非
難
さ
れ
た
（
ホ
セ
ア
10
�
5
等
参
照
）。
こ
れ
が
ベ
テ
ル
の
町

本
体
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
ノ

ル
ド
（A

rnold
1992

）
が
議
論
を
整
理
し
て
い
る
。

（
７
）
テ
ル
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
に
関
し
て
は
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
単
独
（
一

九
三
四
年
）
お
よ
び
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
と
ケ
ル
ゾ
ー
（
一
九
五
四
、

一
九
五
七
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
調

査
隊
に
よ
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
調
査
報
告

に
は
批
判
が
多
く
、
再
調
査
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（D

e-
ver

1971
;Finkelstein

and
Singer-A

vitz
2009

等
参
照
）。
ベ

イ
テ
ィ
ン
村
に
存
在
す
る
他
の
遺
跡
に
関
し
て
は
、
ブ
ル
ジ
ュ
・

ベ
イ
テ
ィ
ン
を
含
め
、
本
格
的
な
考
古
学
調
査
は
ま
っ
た
く
行
わ

れ
て
い
な
い
。

（
８
）
こ
の
表
現
は
や
や
冗
長
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
ま
だ
詳
細
な

遺
構
・
遺
物
の
検
討
が
進
行
中
で
あ
り
、
該
当
す
る
層
位
が
十
字

軍
、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
（
一
二
〜
一
四
世

紀
）
の
ど
こ
に
あ
た
る
の
か
に
つ
い
て
確
定
で
き
な
い
の
で
、
暫

定
的
に
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
出
土
遺
物
か
ら
マ
ム
ル

ー
ク
朝
時
代
に
相
当
す
る
可
能
性
が
高
い
層
に
つ
い
て
は
、「
マ
ム

ル
ー
ク
朝
時
代
」
と
し
て
言
及
し
て
あ
る
。

（
９
）
こ
の
部
分
が
屋
内
空
間
だ
っ
た
の
か
屋
外
空
間
だ
っ
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
確
定
で
き
な
い
。

（
１０
）
Ｂ
地
区
の
堆
積
は
、
深
い
と
こ
ろ
で
も
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
し

か
な
か
っ
た
。

（
１１
）
焦
土
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
周
壁
に
も
被
熱
の
痕
跡
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
Ｇ
６
区
南
東
端
で
石
敷
き
床
の
上
か
ら
灰
の
混

じ
り
の
土
層
が
若
干
検
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
由
来
は
明
ら
か
で
は

な
い
。

（
１２
）
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
遺
構
が
最
初
に
破
壊
さ
れ
た
の
は
、
ア
ラ
ブ

侵
入
の
時
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
確
認
す
る
証
拠
は
得
ら
れ

て
い
な
い
。

（
１３
）
北
側
の
壁
と
南
側
の
壁
は
、
周
壁
に
比
べ
る
と
は
る
か
小
さ
な

石
で
、
粗
雑
に
造
ら
れ
て
い
た
。
北
側
の
壁
は
一
段
し
か
残
っ
て

お
ら
ず
、
南
側
の
壁
と
は
方
向
や
角
度
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の

壁
の
北
側
は
ま
だ
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、

後
述
す
る
プ
ラ
ス
タ
ー
は
こ
の
壁
に
も
接
し
て
い
た
。

（
１４
）
部
屋
４
か
ら
は
緑
又
は
青
色
の
ガ
ラ
ス
質
の
物
質
が
付
着
し
た

プ
ラ
ス
タ
ー
片
が
出
土
し
て
お
り
、
床
や
壁
に
塗
ら
れ
た
プ
ラ
ス

タ
ー
に
は
本
来
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
１５
）
使
用
さ
れ
て
い
る
石
板
の
規
模
は
違
う
も
の
の
、
同
様
の
床
は
、

史

学
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部
屋
４
の
東
側
の
周
壁
の
東
側
（「
中
庭
」）
か
ら
も
出
土
し
て
い

る
。

（
１６
）
「
石
臼
」
は
、
ま
だ
具
体
的
な
機
能
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
そ
の
形
状
か
ら
「
臼
」
と
し
て
お
く
。

（
１７
）
「
石
臼
」
は
モ
ザ
イ
ク
床
を
破
壊
す
る
た
め
に
部
屋
に
放
り
込

ま
れ
た
と
い
う
よ
り
、
岩
盤
ま
で
到
達
す
る
穴
を
モ
ザ
イ
ク
床
に

掘
り
込
ん
で
、
意
図
的
に
設
置
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
今
回
の

調
査
で
「
石
臼
」
周
囲
の
土
か
ら
炭
化
物
が
採
取
さ
れ
た
の
で
、

将
来
「
石
臼
」
が
置
か
れ
た
時
期
を
判
断
す
る
た
め
の
材
料
と
し

て
利
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
１８
）
現
在
残
さ
れ
て
い
る
最
上
段
で
は
、
幅
約
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
厚
さ
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
切
石
が
み
ら
れ
た
。

（
１９
）
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の
土
器
に
つ
い
て
は
整
理
作
業
が
現
在
進
行

中
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
予
備
的
な
所
見
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る

特
徴
的
な
焦
げ
茶
色
や
黒
色
の
彩
文
が
あ
る
「
精
製
手
づ
く
ね
幾

何
学
紋
土
器
」（Fine

H
and

M
ade

G
eom

etric
Painted

W
ares

:H
M

G
PW

）、
お
よ
び
各
種
の
施
釉
陶
器
（W

hite
Slip

U
nder

G
lazed

Painted
W

ares,
Sgraffito

W
ares,

M
ono-

chrom
e

G
lazed

W
ares

な
ど
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（cf.A

vis-
sar

and
Stern

2005
;Prag

2008

）

（
２０
）
こ
の
リ
ン
テ
ル
は
、
コ
ン
ダ
ー
と
キ
ッ
チ
ナ
ー
（C

onder
and

K
itchener

1882
:307

）
が
ブ
ル
ジ
ュ
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と

報
告
し
て
い
る
も
の
と
同
一
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
両

脇
の
モ
チ
ー
フ
は
同
じ
も
の
が
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
削

り
取
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
は
六
つ
の
花
弁
を
も
つ
花
の
モ
チ
ー
フ
の

可
能
性
が
高
い
。

（
２１
）
Ｂ
２
地
区
の
「
中
庭
」
で
検
出
さ
れ
た
モ
ザ
イ
ク
床
は
、
約
一

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
違
い
の
八
七
八
・
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
Ｂ
１
地
区
の
門
の
近
郊
で
検
出
さ
れ
た
石
敷
き
床

は
八
七
八
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
違

い
が
あ
る
。

（
２２
）
現
代
に
お
け
る
プ
ラ
ス
タ
ー
を
塗
布
し
た
穀
物
貯
蔵
箱
の
民
族

事
例
と
し
て
は
、
北
西
シ
リ
ア
の
例
（Sw

eet
1974

:119,Fig.
33

）
と
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
西
岸
地
区
の
例
（Seger

1981
:

29

）
が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
部
屋
の
内

部
に
プ
ラ
ス
タ
ー
が
厚
く
塗
ら
れ
て
い
る
事
例
が
シ
リ
ア
中
部
の

T
ellal-N

asriyah

か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
（al-M

aqdissi,et
al

2010
:192

�3,Fig.30

）。

（
２３
）
第
Ⅰ
層
で
、
建
築
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

二
〇
一
三
年
度

ブ
ル
ジ
ュ
・
ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査

八
七
（
八
七
）


